
検挙年月日 行為者 内　　容 刑罰の内容

H24.3.6 男性（79）
自宅で不要になったベニヤ板等の処分が面倒
になり、それらの廃棄物約52.6kgを畑で燃
やした。

罰金40万円

H24.3.13 男性（22）
ほか１名

自宅で不要になった布団・ビニール傘等の処分
が面倒になり、それらの廃棄物約0.78立方
メートルを空地で燃やした。

罰金30万円

H24.5.1 女性（59）
自宅で不要となった段ボール・マット等処分が
面倒になり、それらの廃棄物約3.5㎏を自宅
の庭先で燃やした。

罰金30万円

H24.6.7 男性（54）
自宅で不要となった段ボール等の処分が面倒
になり、それらの廃棄物約1.7㎏を畑で燃や
した。

罰金30万円

　

平
成
14
年
12
月
１
日
か
ら
、
家
庭
か
ら

出
た
ご
み
、
会
社
か
ら
出
た
ご
み
な
ど
は

種
類
に
関
わ
ら
ず
、
廃
棄
物
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
一
部
の
例
外
を

除
き
野
外
焼
却
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
違
反
し
ま
す
と
罰
則
と
し
て
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
ま
た
は
両
方（
法
人
の
場
合
は
３

億
円
以
下
の
加
重
罰
）が
科
さ
れ
ま
す
。

❶ 

法
規
制
適
合
型
の

 

焼
却
炉
で
の
焼
却

● 

８
０
０
℃
以
上
で
焼
却
で
き
る
も
の

● 

外
気
と
遮
断
さ
れ
た
状
態
で
定
量
ず

つ
ご
み
を
投
入
で
き
る
も
の

● 

炉
内
の
温
度
を
測
定
で
き
、
温
度
を

保
つ
た
め
の
助
燃
装
置
が
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の

※ 

焼
却
炉
の
性
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う

適
切
な
運
転
・
管
理
が
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

❷ 

法
令
に
基
づ
い
て
行
な
う
焼
却

● 

病
害
虫
の
つ
い
た
木
の
枝
の
焼
却

● 

伝
染
病
に
か
か
っ
た
家
畜
の
死
体
の

焼
却

❸ 

公
共
的
も
し
く
は
社
会
の

 

習
慣
上
や
む
を
得
な
い
焼
却

● 

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
、

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却

・
凍
霜
害
を
防
ぐ
た
め
の
わ
ら
の
焼
却

● 
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
、
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却

・ 

ど
ん
ど
焼
き
・
焼
い
も
大
会
な
ど
の

行
事
に
よ
る
焼
却

● 

農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た

め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行

わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

● 

た
き
火
等
の
日
常
生
活
を
営
む
た
め

に
通
常
行
な
わ
れ
る
廃
棄
物（
落
ち

葉
等
）の
焼
却
で
軽
微
な
も
の

※ 「
軽
微
な
も
の
」と
は
、
煙
の
量
や
臭

い
が
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度

の
少
量
の
焼
却
で
す
。

※ 

焼
却
禁
止
の
例
外
と
思
わ
れ
る
場
合

で
も
、
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
地
域

に
お
い
て
は
、
近
隣
者
に
配
慮
し
、

町
指
定
ご
み
袋
で
集
積
所
に
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
記
①
以
外
の
野
外
焼
却
の
場
合

は
消
防
署
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
火
災
と
間
違
え
る
よ
う
な
煙
ま
た

は
、
火
災
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る

場
合
は
、
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
署
長

に
届
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

し
か
し
、
こ
の
届
出
は
野
外
焼
却
に

つ
い
て
の
許
可
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
指
導
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

法
令
に
適
合
し
な
い
焼
却
炉
は
、

早
急
に
撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物
を

燃
や
す
こ
と
を「
野
外
焼
却
」と
言
い
、
直

接
地
面
で
燃
や
す
方
法
の
他
に
ド
ラ
ム

缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
法
令
に
適
合
し
な

い
簡
易
焼
却
炉
で
の
焼
却
行
為
も
含
ま

れ
ま
す
。

　

野
外
焼
却
を
行
う
と
、
そ
の
煙
が
悪
臭

や
大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る
た
め
、
周
辺

の
方
々
に
大
変
な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、

健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

野
外
焼
却
と
は

な
ぜ
野
外
焼
却
が
い
け
な
い
の
？

平
成
24
年
に
県
内
で
摘
発
さ
れ
た
事
例

　

平
成
24
年
度
に
お
け
る
御
代
田
町
内
で

の
野
外
焼
却
に
関
す
る
苦
情
・
相
談
が
31

件
あ
り
ま
し
た
。

みよた広報 やまゆり9月号 （2）　
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問
い
合
わ
せ
先

 

町
民
課
環
境
衛
生
係（
内
線
47
）

カ
ー
ペ
ッ
ト

●❶

　

プ
ラ
マ
ー
ク

の
付
い
て
い
る

弁
当
容
器
・
レ

ジ
袋
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
で
す
。
割

り
箸
や
つ
ま
よ

う
じ
、
串
な
ど
は
可
燃
ご
み
で
す

の
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
に
は
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
汚
れ
の
落
と
し
き
れ
な
い
容

器
は
、
可
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

誤　

可
燃
ご
み

　
　

収
集
不
可

（
可
燃
粗
大
）

㊣

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
の
容
器

●❷
　

指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き

さ
の
も
の
は
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

民
間
の
処
理
業
者
に
処
理
を
委
託

し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ町

営
住
宅
入
居
待
機
者
申
込
受
付

　

町
営
住
宅
へ
の
入
居
待
機
者
の

申
込
受
付
は
年
２
回（
３
月
・
９

月
）行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
申
し
込
み
は
平
成
25
年

10
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
の

間
に
退
居
者
が
あ
っ
た
場
合
に
そ

の
住
戸
へ
入
居
で
き
る
入
居
待
機

者
と
な
る
た
め
の
申
し
込
み
に
な

り
ま
す
。

【
申
込
受
付
期
間
】

　

９
月
２
日（
月
）〜

 

９
月
13
日（
金
）

【
説
明
会（
抽
選
会
）】

•
日
時　

９
月
26
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

•
場
所　

役
場
会
議
室

　

抽
選
に
よ
り
、
入
居
待
機
順
位

を
決
定
し
ま
す
。

【
申
込
資
格
】

• 

町
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
地

を
有
す
る
方（
３
カ
月
以
上
）

• 

現
に
同
居
し
て
い
る
方
、
ま
た

は
３
カ
月
以
内
に
同
居
す
る
親

族
が
い
る
方

• 

現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方

• 
収
入
が
一
定
の
額
以
下（
※
）の
方

• 

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

• 

現
に
同
居
し
て
い
る
方
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

暴
力
団
員
で
な
い
方

※ 

収
入
金
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

扶
養
人
数
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

 

建
設
課
都
市
計
画
係（
内
線
75
）

募
集
住
宅

団
地
名

建
設
年
度

構
造

規
模

家
賃（
円
）

桜
ヶ
丘
団
地

Ｈ
５
〜
Ｈ
14

耐
三

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ

２
１
、３
０
０
〜

 

３
７
、２
０
０

Ｈ
13
〜
Ｈ
14

耐
三

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ

２
２
、３
０
０
〜

 

３
３
、３
０
０

※
Ｌ
Ｄ
Ｋ
…
居
間
兼
食
事
室
兼
調
理
場　

Ｙ
…
浴
室（
浴
槽
・
風
呂
釜
付
）

　

御
代
田
町
で
は
、
地
震
・
噴
火
・

武
力
攻
撃
と
い
っ
た
有
事
の
際
に
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）よ
り
送
ら
れ
て
く

る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
確
実

に
住
民
の
皆
さ
ま
へ
お
伝
え
す
る

た
め
、
国
に
よ
る「
全
国
一
斉
緊

急
情
報
伝
達
試
験
」に
合
わ
せ
て
、

防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
た
緊
急

情
報
の
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

９
月
11
日（
水
）

　

 

午
前
11
時
ご
ろ
と
11
時
30
分
ご

ろ
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

【
放
送
内
容
】

　

防
災
行
政
無
線（
屋
外
拡
声
子

局
ス
ピ
ー
カ
ー
お
よ
び
戸
別
受
信

機
）か
ら
、
最
大
音
量
で
次
の
放

送
内
容
が
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

（
戸
別
受
信
機
の
文
字
放
送
は
行

い
ま
せ
ん
）

【
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

 

（
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）と
は
？
】

　

地
震
・
噴
火
・
武
力
攻
撃
な
ど
の

有
事
の
際
、
国
か
ら
の
緊
急
情
報

が
、
人
工
衛
星
な
ど
を
利
用
し
て

瞬
時
に
情
報
伝
達
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
御
代
田
町
で
は
、
防
災

行
政
無
線
を
通
し
て
住
民
の
皆
さ

ま
に
情
報
伝
達
さ
れ
ま
す
。

【
み
よ
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

今
回
の
試
験
で
は
使
用
し
ま
せ

ん
が
、
防
災
行
政
無
線
の
補
完
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
放
送
内
容
を
電

子
メ
ー
ル
に
よ
り
、
携
帯
電
話
な

ど
に
配
信
す
る「
み
よ
た
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
」が
あ
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
は
完
璧
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、「
み
よ

た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
広
報
や
ま
ゆ
り
４
月
号

（
10
ペ
ー
ジ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

 
総
務
課
防
災
係（
内
線
29
）

●『
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
』が
３

回
放
送
さ
れ
た
後
、『
こ
ち
ら
は
、

防
災　

御
代
田
町
で
す
』が
放
送
さ

れ
ま
す
。
最
後
に『
終
了
チ
ャ
イ
ム
』

が
な
り
ま
す
。

様
々
な
情
報
伝
達
手
段
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
御
代
田
町
に
限

ら
ず
、
全
国
の
各
自
治
体
で
、

を
実
施
し
ま
す

「
全
国
一
斉
緊
急
情
報
伝
達
試
験
」

情
報
伝
達
手
段
に
よ

実

達
試
験
」

（3） みよた広報 やまゆり9月号


